
２月３日(月)は、節分(せつぶん)です。家庭では豆まきをされることでしょう。節分とは、各季節の始

まりの日（立春・立夏・立秋・立冬）の前日のことで、「季節を分ける」ことを意味しています。近年で

は、冬と春の季節の分かれという意味で使われています。節分の翌日の２月４日は、立春です。暦の上で

は、春を迎えますが、寒い日もまだまだ続きます。天気予報を確認しながら、着る物を考えて体温調節で

きるようにしてください。 

さて、玄関に、「ゆずり葉」の「葉」と「詩」を置いていますので、一度、観てください。「ユズリ

ハ」とは、常緑高木で、名は、新しい葉が伸びてから古い葉が落ちる様子を絶えることなく代を譲ると見

たものです。「葉」を観て、「詩」を読んで、どんな印象をもったのか、聞かせてください。この寒い時

期に緑色が濃くて、葉に厚みがあります。何だか、温かさが感じられませんか。 

 実は、「ゆずり葉」の詩が、以前、小学校６年生の国語の教科書に載っていて、担任をしていた頃に授

業で扱った覚えがあります。保護者の中には、授業で習った方がいるかも知れません。作者は、明治、大

正、昭和を生き抜いた河井  酔茗さんと言う詩人です。今でも、私の心に残っている教材の一つです。 

ゆずり葉は、冬の期間、寒さに耐えて枝に付いているのですが、春になると、葉が落ちてしまいす。そ

の落ちた葉の後には、次に出てくる若い芽がしっかりと育ってきています。落ちた古い葉は、冬の寒さか

ら若い芽を守っていたのです。その様子が自分の命を次の葉にゆずっていくということで「ゆずり葉」と

名付けられたのが由来だそうです。 

 本校のそれぞれの学部・学年にもこの「ゆずり葉の心」はあります。高等部３年生は２年生に、２年生

は１年生に、 中学部３年生は２年生に、２年生は１年生に、 小学部高学年は中学年に、中学年は低学年

に、そして、１年生の皆さんは、４月に入学してくる新しい１年生のためにいろいろ学んだことや考えた

ことをゆずり、教えてあげてください。 

 また、この「ゆずり葉の心」は、家庭でも同じです。ご家族は、いつでも「ゆずり葉と同じような思

い」をもって児童生徒の皆さんを見守っています。ご家族の方々から学び、心をつないでいける人になっ

てほしいと願っています。 

副校長 井 川 勝 利 

 

 

 

 

○お知らせ 

・２月９日(日)は、日曜参観日です。13時 20分から 15時頃の参観時間となります。ぜひ、家族おそろいで 

ご出席ください。 

・２月 13 日～18 日まで、和歌山県立情報交流センターＢｉｇ・Ｕ多目的ホールで『第 11 回和歌山かがやき

展』が開催されます。本校はもちろん和歌山県内の盲・ろう・特別支援学校、小・中学校の特別支援学級

に在籍する児童生徒の作品が多数展示される予定です。機会があればぜひお立ち寄りください。（日によ

っては、展示時間が異なったり、休館日のため休みになっていたりしますので、パンフレット等で確認し

てください。） 

・１月～３月末日まで、中高等部棟屋上の手すり設置と体育館側からも屋上に上がれる避難階段を設置

する防災対策整備工事が行われています。安全には十分配慮して進めて参りますので、ご理解・ご協

力のほどよろしくお願いします。 

◎２月の予定 
３（月）体重測定(小・中) 手帳更新 個人懇談(高 3)  

    追いコン週間（高）～６日 (育)役員会  

４（火）体重測定(高 F) 個人懇談(高 3) (育)広報部会  

５（水）体重測定(高 S)  

６（金）消費生活センター出前授業（高）  

９（日）日曜参観  

10（月）振替休業    

13（木）卒業旅行（高３）かがやき展(～18日) 

JA和歌山野菜栽培体験（小 5,6） 

14（金）個人懇談（高 1,2） (育)保体部会 

16（日） 同窓会ボウリング大会 

17（月） 音楽発表会   個人懇談（高 1,2） 

19（水）(育)進路部学習会     

21（金）(育)高等部会                       

24（月） 漢字博士試験   

25（火） 学校評議員会  式場準備 

26（水）(育)進路部会 

27（木） お別れ遠足（小） 

28（金） お別れ遠足（中） 小・高交流給食 

卒業式全体練習（高）                
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